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現
な
く
し
て
人
材
の
確
保
は
難
し
く
な

っ
て
い
き
ま
す
。
以
下
で
は
各
論
点
に

つ
い
て
、
そ
の
課
題
と
対
応
を
考
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　

労
働
時
間
と
勤
務
地
に
関
し
て
は
、

共
働
き
世
帯
増
加
の
影
響
が
大
き
く
な

っ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
専
業
主
婦
世

帯
中
心
で
あ
っ
た
わ
が
国
で
す
が
、

年
々
、
共
働
き
世
帯
が
増
加
し
、
現
在

は
共
働
き
世
帯
数
が
専
業
主
婦
世
帯
の

２
・
17
倍
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
然
、
夫
婦
で
家
事
や
育
児
を
分
担

す
る
必
要
が
あ
り
、
残
業
や
休
日
出
勤

は
難
し
い
と
い
う
社
員
が
増
加
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
夫
婦
と
も
に
正
社
員
と
し
て

就
業
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
い
こ
と
か

ら
、
転
勤
は
現
実
的
に
で
き
な
い
社
員

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
職
務
内
容
に
つ
い
て
は
、
多

様
な
働
き
方
の
広
が
り
と
と
も
に
、
同

じ
会
社
で
定
年
ま
で
勤
め
あ
げ
る
こ
と

が
現
実
的
で
は
な
く
な
っ
た
現
在
、
会

社
を
離
れ
て
も
生
き
て
い
け
る
ス
キ
ル

や
人
脈
を
つ
く
る
意
識
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
近
年
、
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
型
・

ジ
ョ
ブ
型
の
議
論
が
あ
り
ま
す
が
、
全

社
員
一
律
に
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
型
に
よ

る
人
事
管
理
を
行
な
う
こ
と
は
難
し
い

で
し
ょ
う
。

　

よ
っ
て
今
後
は
、
労
働
時
間
、
勤
務

大 津 章 敬

コロナ禍で、リモートワークの普及など働き方は大きく
変わりました。しかし、それ以上に社員の意識の変化は
大きく、今後の人事労務管理に大きな影響を与えること
になります。今回は、その状況と対応を解説します。

衝
撃
的
な
内
閣
府
調
査
の

結
果

　

最
初
の
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ

た
時
期
に
内
閣
府
が
行
な
っ
た
調
査
を

見
る
と
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
自
粛
生
活

で
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
（
以
下
、

「
Ｗ
Ｌ
Ｂ
」
と
い
う
）
へ
の
意
識
が
大

き
く
変
化
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す

（
図
表
１
）。
な
か
で
も
、
家
族
と
過
ご

す
時
間
が
多
く
な
っ
た
テ
レ
ワ
ー
ク
経

験
者
に
お
い
て
は
、
64
・
２
％
が
「
生

活
を
重
視
す
る
よ
う
に
変
化
」
し
た
と

回
答
し
て
い
ま
す
（
図
表
２
）。

　

そ
の
後
の
各
種
調
査
に
お
い
て
も
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
仕
事
選
び
の
軸
が
変

わ
っ
た
と
い
っ
た
傾
向
が
見
ら
れ
、
こ

の
よ
う
な
世
間
の
意
識
の
変
化
へ
の
対

応
が
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
る
こ
と
は
確

実
で
す
。

日
本
企
業
の
強
み
だ
っ
た

「
無
限
定
」
の
働
き
方

　

か
つ
て
の
日
本
人
の
働
き
方
に
お
い

て
は
、
様
々
な
面
で
「
無
限
定
」
の
働

き
方
が
特
徴
で
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

　

ま
ず
は
「
労
働
時
間
」。
残
業
や
休

日
出
勤
は
当
た
り
前
。
早
朝
に
出
勤

し
、
深
夜
に
帰
宅
。
子
ど
も
と
話
す
の

は
週
末
だ
け
で
、
家
事
や
育
児
は
専
業

主
婦
の
妻
が
ワ
ン
オ
ペ
で
担
当
。

　

そ
し
て
、「
勤
務
地
」。
会
社
の
辞
令

で
半
月
後
に
は
転
勤
。
拒
否
す
れ
ば
最

悪
、
懲
戒
解
雇
と
な
る
こ
と
か
ら
、
結

果
的
に
単
身
赴
任
を
し
、
家
族
と
一
緒

に
過
ご
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

さ
ら
に
は
「
職
務
内
容
」。
こ
ち
ら

も
会
社
の
辞
令
で
様
々
な
職
務
を
担

当
。
社
内
で
の
人
脈
や
ス
キ
ル
は
高
ま

っ
て
も
、
市
場
価
値
の
あ
る
レ
ベ
ル
で

の
専
門
性
は
身
に
つ
か
な
い
。

　

こ
れ
ら
は
、
高
度
経
済
成
長
期
に
お

け
る
環
境
変
化
に
柔
軟
に
対
応
す
る
と

い
う
意
味
に
お
い
て
は
、
わ
が
国
の
成

長
の
原
動
力
に
な
っ
た
と
考
え
る
こ
と

も
で
き
る
で
し
ょ
う
が
、
国
民
の
意
識

も
社
会
の
雰
囲
気
も
変
化
し
た
現
在
、

こ
れ
ら
の
見
直
し
な
く
し
て
、
安
定
的

な
人
材
確
保
は
望
む
べ
く
も
な
い
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。

求
め
ら
れ
る

「
無
限
定
」
の
働
き
方
の
是
正

　

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
こ
う
し
た
無

限
定
の
働
き
方
の
是
正
と
Ｗ
Ｌ
Ｂ
の
実

高まるワークライフ
バランスの意識とそ
の対応

社会保険労務士法人名南経営
代表社員・社会保険労務士

第１回　若手社員の早期離職の原因とリアリティ・ギャップの防止
第２回　高まるワークライフバランスの意識とその対応
第３回　インターンシップ・選考活動を通じた早期離職の防止策
第４回　入社当初に徹底したい社会人・企業人としての働く意識の醸成
第５回　メンター・面談などの取組みを通じたエンゲージメントの向上
第６回　成果発揮・承認の好循環を回す人事評価制度

若手社
き

が員
働
会

続け く
く社 つ

る
る ！ ❷

た な
を
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地
、
職
務
内
容
に
つ
い
て
、
限
定
を
し

た
働
き
方
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
が
、
安
定
的
な
人
材
の
確
保
に
お

お
い
て
不
可
欠
な
時
代
と
な
り
ま
す
。

限
定
正
社
員
制
度
の

具
体
策

　

無
限
定
な
働
き
方
を
し
て
く
れ
る
社

る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

た
と
え
ば
、
若
手
に
つ
い
て
は
職
種

別
の
採
用
を
行
な
っ
た
う
え
で
、
キ
ャ

リ
ア
自
己
申
告
制
度
や
フ
リ
ー
エ
ー
ジ

ェ
ン
ト
制
な
ど
手
上
げ
式
の
人
事
異
動

を
行
な
い
、
30
歳
前
後
の
キ
ャ
リ
ア
面

談
で
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
コ
ー
ス
選
択
を
実
施
す
る
と
い
っ

た
対
策
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
社
員
か
ら
兼
業
・
副
業
に
つ

い
て
の
要
望
も
今
後
、
高
ま
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
少
な
く
と
も
許
可
制

で
の
ル
ー
ル
整
備
は
進
め
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
は

今
後
の
人
事
管
理
の
前
提

　

Ｗ
Ｌ
Ｂ
と
い
う
言
葉
に
嫌
悪
感
を
示

す
経
営
者
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
時
代
は
変
わ
り
ま
し
た
。

共
働
き
世
帯
が
多
数
と
な
っ
た
現
代
に

お
い
て
、
Ｗ
Ｌ
Ｂ
を
単
な
る
若
手
の
わ

が
ま
ま
と
捉
え
て
い
る
よ
う
で
は
、
今

後
の
人
材
確
保
は
か
な
り
の
苦
戦
を
強

い
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
「
企
業
は
環
境
適
応
業
で
あ
る
」
と

よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
企
業
の
人
事
労

務
管
理
の
あ
り
方
も
社
員
の
意
識
や
社

会
環
境
の
変
化
に
対
応
し
、
柔
軟
に
変

化
さ
せ
、
安
定
的
な
人
材
確
保
に
繋
げ

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

員
は
、
企
業
に
と
っ
て
は
非
常
に
あ
り

が
た
い
存
在
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
で

は
継
続
的
に
勤
務
で
き
な
い
者
が
多
く

な
っ
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
そ
の
傾
向

は
さ
ら
に
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

労
働
時
間
制
度
に
つ
い
て
は
、
残
業

な
し
、
も
し
く
は
短
時
間
勤
務
の
正
社

員
と
い
っ
た
労
働
時
間
を
制
限
し
た
働

き
方
を
認
め
る
方
向
性
や
、
テ
レ
ワ
ー

ク
や
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
を
拡
充
す

る
こ
と
で
、
柔
軟
な
働
き
方
を
実
現
す

る
方
法
も
有
効
で
し
ょ
う
。

　

経
団
連
が
こ
と
し
１
月
に
公
表
し
た

「
２
０
２
１
年
人
事
・
労
務
に
関
す
る

ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
調
査
結
果
」

に
よ
れ
ば
、テ
レ
ワ
ー
ク
を
導
入
済（
導

入
予
定
を
含
む
）
の
企
業
は
89
・
８
％

に
の
ぼ
り
、
時
差
出
勤
も
76
・
５
％
、

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
も
71
・
８
％

と
、
か
な
り
の
割
合
で
柔
軟
な
働
き
方

を
認
め
る
制
度
が
導
入
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
動
き
は
今
後
、
中
小
企

業
に
も
拡
大
し
て
い
く
で
し
ょ
う
。

　

勤
務
地
に
つ
い
て
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル

ー
プ
が
２
０
２
５
年
を
目
処
に
リ
モ
ー

ト
ワ
ー
ク
と
出
張
の
活
用
で
、
転
勤
・

単
身
赴
任
を
な
く
し
て
い
く
方
針
を
打

ち
出
し
て
話
題
に
な
り
ま
し
た
が
、
今

後
も
こ
う
し
た
動
き
が
強
ま
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

　

も
っ
と
も
、
こ
れ
に
は
企
業
の
人
事

管
理
や
業
務
の
あ
り
方
を
根
本
か
ら
見

直
す
必
要
が
あ
る
た
め
、
現
実
的
に

は
、
転
勤
を
命
じ
な
い
地
域
限
定
正
社

員
制
度
を
併
用
す
る
と
い
っ
た
対
応
か

ら
始
め
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
職
務
内
容
に
つ
い
て
は
、

人
事
制
度
の
整
備
を
通
じ
て
、
社
員
が

自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
、
選
択
で
き

お
お
つ
　
あ
き
の
り
　
人
事
制
度
・
就
業
規
則
な
ど
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
整
備
が
専
門
。『
中

小
企
業
の「
人
事
評
価
・
賃
金
制
度
」つ
く
り
方
・
見
直
し
方
』な
ど
18
冊
の
著
書
が
あ
る
。

出典：内閣府「新型コロナウイルス感染症の影響下における生活意識・行動の変化に関する調査」

図表１   コロナ禍による家族・仕事の重要性の変化

図表２   テレワーク経験者の意識変化

（％）100 20 30 40 50 60 70 80 90 100

（％）100 20 30 40 50 60 70 80 90 100

今回の感染症拡大前に比べて、家族の重要性に関する意識はどのように変化しましたか。

49.9 35.9 8.8 5.4

21.9 36.8 31.5 9.7

質問

今回の感染症拡大前に比べて、仕事の重要性に関する意識はどのように変化しましたか。質問

家族の重要性を、より意識するようになった
家族以外の重要性を、
より意識するようになった変わらない わからない

仕事の重要性を、より意識するようになった
仕事以外の重要性を、
より意識するようになった変わらない わからない

（％）100 20 30 40 50 60 70 80 90 100

34.4 55.1 5.15.4

64.2 27.8 5.1
2.9

今回の感染症拡大前に比べて、ご自身の「仕事と生活のどちらを重視したいか」
という意識に変化はありましたか。

質問

変わらない 仕事を重視するように変化生活を重視するように変化 わからない

通常通り勤務

テレワーク経験者




